
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄の機能性を有する地域資源活用型ネットワーク構築事業 

事 業 の 背 景 ・ 目 的 

 

事 業 概 要 

 

 沖縄県では、産学官連携による研究開発成果を活用し、新事業・新産業を創出する国際的な知的・産業クラ

スターの形成を目指している。 

 沖縄県工業技術センター、琉球大学を中心とした生物資源活用などの基礎研究により、知的クラスター形成

に向けた研究ネットワークの構築が進み、産業利用が期待される研究成果も産み出されている。 

 これらの成果を活用し、沖縄の地域特性や生物資源を活かした機能性食品等の研究開発を推進し事業化を促

進させるとともに、知的・産業クラスターの形成に向けてネットワークを拡大・発展させる必要がある。 

 沖縄県科学技術振興課の委託事業により、県内の健康食品製造業を中心に、県内公設試験研究機関や大学等

に県外研究機関も加えた「機能性を有する地域資源活用型ネットワーク」の形成・構築を進めていく。 

 沖縄県の優位性の一つである生物資源、特に機能性エビデンスを有する生物資源の活用を図り、伝承性や健

康長寿イメージのみに頼らない、新たな機能性表示制度を視野に入れた製品設計、機能性エビデンスを備え

た新商品開発や既存商品の高度化に取り組んでいく。 

 取組イメージ図 

 
 研究テーマ 

1. インスリン分泌促進物質の同定、及び精油成分の機能性に関する研究；沖縄県工業技術センター 

2. 安全性試験及びヒト介入試験(抗肥満作用)と機能性解明(抗ガン他)；琉球大学熱帯生物圏研究センター 

3. ヒト介入試験による機能解明(アディポネクチン促進作用)；大阪大学大学院医学系研究科 

4. 加工処理(乾燥・ブランチング・抽出)技術における成分変動に関する研究；金秀バイオ㈱ 

5. 沖縄産微生物を用いた発酵法による機能性成分濃縮技術に関する応用研究；㈱沖縄ウコン堂 

6. 錠剤の崩壊制御に関する応用化研究；日本ランチェスター工業㈱ 

7. 伝統調理における有効成分の影響；㈲沖縄長生薬草本社 

8. 機能性に関する調査研究；㈲沖縄長生薬草本社、㈱沖縄ウコン堂 

健康食品の置かれた現状
①沖縄の健康食品は、健康長寿イメージや伝承による効果を売りに製品開発され、機能性に対する科学的根拠が乏しい。
②食品の機能性表示の規制緩和が予定されており、科学的根拠を備えることで機能性が表示できる可能性がある。

機能性解明

沖縄県工業技術センター、琉球大学、大阪大学
・機能性評価：アディポネクチン促進作用、抗がん作用
・有効成分の同定：インスリン分泌促進物質

琉球大学、大阪大学
・動物試験・ヒト試験による有効性・安全性確認
・アディポネクチン促進作用、抗肥満作用

安全性試験、ヒト介入試験による機能性評価評価手法の連携

情報の共有

モデル素材として、琉球大学や工業技術センターのこれまでの研究で、効果が
期待される素材を用いる。

製品設計の高度化

金秀バイオ㈱、㈲沖縄長生薬草本社、㈱沖縄ｳｺﾝ堂、日本ﾗﾝﾁｪｽﾀｰ工業㈱

・加熱処理による成分の減少を防ぐ加工条件 ・調理加工による有効成分の変動
・発酵法による有効成分の濃縮 ・機能性に関する調査研究
・錠剤の崩壊制御試験

春ウコン

精油成分に特徴あり

長命草

抗肥満作用

エンサイ

糖尿病予防効果
アディポネクチン促進作用

地域資源活用型ネットワークの立ち上げ（㈱沖縄TLO）

○動物試験・ヒト試験を取り入れた機能性評価体制、ネットワーク構築
○科学的根拠を付加した健康食品開発体制の構築
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機能性や安全性の科学的根拠が求められている

＜お問い合わせ＞ 

管理法人 株式会社沖縄ＴＬＯ（担当：宮城、照屋） 

〒903-0213 沖縄県西原町字千原１番地 国立大学法人琉球大学 産学官連携推進機構棟 3階 

TEL：098-895-1701  FAX：098-895-1703 


